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田村都議と増戸地区の道路整備について現地調査

商店街の活性化、議会改革について山口県へ視察

東部はつらつセンター、汚泥再生処理センターの視察

森林環境譲与税の有効活用について都へ意見書を提出

　３月 25 日、山口県周南市において商店街の活性化などに取り組んでいる株式会社まちあい徳山を訪問しました。同社は衰退傾
向にあった周南市の中心市街地を活性化させるために、積極的な商店街への出店支援、ワンストップでの創業戦略を行い、店舗数
や歩行者通行量を増加させることに成功しました。また、情報発信に特に力を入れるとともに行政とうまく連携がとれており、市外
の方が周南市で活動を展開する場合には、まず、同社をたずねることが当たり前になっています。多くの点で勉強になり、あきる野
市の商店街活性化への参考材料となりました。
　翌 3 月 26 日は、議会改革県内 1 位である同県山陽小野
田市議会を訪問しました。同市議会では、委員会のライブ中
継、議会市民懇談会などを行っています。とりわけ、議会市
民懇談会は、市内で活動を行う団体と特定のテーマについて
議会が意見交換するものであり、議会側にとっても有益な情
報を得ることができるなどのメリットがあるとのことでした。
あきる野市議会においても積極的に検討すべき事例であると
考えています。

　４月 1 日、雨間クリニックタウン内に東部高齢者はつらつセン
ターがオープンしました。市内に 2 か所はつらつセンターがありま
したが、東部地区の利用者からの要望が多くあり、雨間、小川、
野辺、二宮、平沢などのエリアを所管する東部センターを開設す
ることになりました。早速、私たちは、高齢者の安心した生活をしっ
かりと支援するため、この新たな施設を訪問し、スタッフの方 と々
意見交換を行いました。施設には、相談室や事務室等があり、ス
タッフ６人で相談業務などに対応しています。開設後の利用者から
は東秋留地域で身近に相談できる施設ができてありがたい、とい
う声も聞かれます。人生 100 年時代が到来する中で、私たちは、同施設が市民にとって利用しやすい場となるよう支援していきた
いと思います。
　次に、小川東地区の汚泥再処理センターを視察しました。同施設は、秋川流域３市町村のし尿処理を共同で運営していますが、
近年、し尿処理量の減少に伴い、余剰施設を改修し、コンパクトになった再処理センターが新たに 4 月 1 日から稼働することにな
りました。同施設の１日の処理能力は２４ KL で、スタッフは４人です。私たちの快適な生活に欠かせない施設でありますので、しっ
かり運営できるよう日の出町、檜原村と協力してまいります。

　2 月 21 日、私たちは増 戸地区の問題点を確認するため、同地区を訪問しました。この地区
は基盤整備をせずに開発が行われたために種々問題が発生しています。今回の訪問には田村利
光都議会義員、東京都と本市の担当にも同行してもらいました。これは増戸地区の問題を解決
するには東京都の協力が不可欠だからです。確認したのは、増戸駅西側の踏切整備と同地点の
雨水対策、ここを通る都道の拡幅、イオン方面から消 防署へ抜ける道路の進捗、さらに延伸先
にある五日市方面への道路問題等です。その結果、全員で状況の共有がはかれました。現在、
引田駅北口整備計画が進められていますが、増戸地区の問題を繰り返さないない為の重要な計
画だと思います。

　今年度から森林環境譲与税の交付に先立ち、私たちは、東京都内の自治体に交付される譲与
税は東京の森林のために活用されるべきであると考え、各会派に呼びかけを行い、共産党とくさ
しぎを除く 3 会派の連名で市議会へ意見書を提出し、賛成多数で可決されました。意見書の内
容は、①都内市区町村の譲与税の活用に関する都の窓口を設置すること、②都内市区町村に対し
多摩産材利用促進のための働きかけを強めること、③都に交付される譲与税を活用して林業従事
者の育成強化をすること、です。
　その後、同様に意見書の提出を決めた他の自治体議会と、田村都議同行のうえ、議長が都庁
を訪れ、産業労働局長へ意見書を提出しました。なお、あきる野市では、同税を活用して様々な企画を行う自主組織「あきる野森
林環境税支援機構」を発足しました。同機構では上記②を補完するため首都圏自治体へのPR企画等を検討する予定です。
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